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イ
ン
バ
ス
ケ
ッ
ト
テ
ス
ト
問
題
集
G

回
答
用
紙

こ
の
用
紙
は
試
験
終
了
後
に
回
収
し
ま
す
。

■
注
意
事
項
■

・回
答
順
序
は
、
ま
ず
案
件
Ａ
か
ら
D
を
記
入
し
、
そ
れ
か
ら
案
件
1か
ら
案
件
18
の
中
か
ら
優

先
順
位
の
高
い
と
思
わ
れ
る
5
案
件
を
選
び
回
答
を
書
い
て
下
さ
い
。

・記
入
方
法
は
各
回
答
用
紙
の
注
意
事
項
に
従
っ
て
記
入
し
な
さ
い
。

・特
に
記
入
指
示
が
無
い
も
の
は
、
あ
な
た
の
判
断
や
行
動
を
自
由
に
記
入
し
て
下
さ
い
。

・判
読
が
不
可
能
な
場
合
は
採
点
・お
よ
び
評
価
は
出
来
な
い
。

・計
算
が
必
要
な
問
題
は
計
算
機
能
の
み
付
い
て
い
る
電
卓
は
使
用
で
き
る
事
と
す
る
。

最
初
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い

受
験
番
号

所
属

社
員
コ
ー
ド

氏
名
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案件Ａ回答用紙 

ランドセル最終納品Ａ案 

1.下記の在庫・入荷予定商品を納品先別に数量設定をしなさい。 

 納品先 

在庫・入荷項目 友好国（案件 9） スーパーマックス 自社店舗 

本社倉庫    

東部倉庫    

南部倉庫    

西部倉庫    

北部倉庫    

納品番号 1    

納品番号 2    

2.上記以外の商品を納品する際は下記のリストに付け加えて回答しなさい。 

 納品先 

案件番号を記入 友好国（案件 9） スーパーマックス 自社店舗 

    

    

    

 

3.上記の数量設定の判断に置いて一番優先した項目に○を納品先ごとに書きなさい。 

 納品先 

 友好国（案件 9） スーパーマックス 自社店舗 

納期    

送料    

納品数の確保    

品質    

 

4.3 の判断材料として考慮した案件番号を記入しなさい。 

案件番号を記入 

納品先 

友好国（案件 9） スーパーマックス 自社店舗 
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案件Ｂ回答用紙（Ａ案を最善策とし、Ｂ案を次善策とする） 

 

下請け企業設定Ａ案 

1.空欄に企業名を記入しなさい。 

 フレーム部品 

製造加工 

組み立て 

梱包 

運送会社 

設定企業    

 

2.上の設問の判断根拠として、優先した項目を下記の中から一つ選び番号を記入しなさい。 

 

 フレーム部品 

製造加工 

組み立て 

梱包 

運送会社 

優先項目    

 

①.単価（金額） ②.生産力、組み立て能力 ③.納期、輸送日数 ④.不良率、誤配率 

 

下請け企業設定Ｂ案 

1.空欄に企業名を記入しなさい。 

 フレーム部品 

製造加工 

組み立て 

梱包 

運送会社 

設定企業    

 

2.上の設問の判断根拠として、優先した項目を下記の中から一つ選び番号を記入しなさい。 

 

 フレーム部品 

製造加工 

組み立て 

梱包 

運送会社 

優先項目    

 

①.単価（金額） ②.生産力、組み立て能力 ③.納期、輸送日数 ④.不良率、誤配率 
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案件Ｃ回答用紙 

 

1.納品決定数に数量を記入しなさい。 

2.上記の数量設定の判断の根拠を下の選択肢から選び記号で答えなさい。 

 １納品決定数 ２立案理由 

（記号を記入） 

丸田店   

黒鳥店   

筑波店   

都東店   

田岡店   

新北店   

 

（選択肢）Ａ 利益高を優先 Ｂ 在庫の消化を優先 Ｃ 物流費削減を優先 

 

3.1 の数量決定に関して考慮した案件番号を記入しなさい。 

 

 

    

 

 

案件Ｄ回答用紙 

 

1.空欄に本年販売計画数を記入せよ 

 

 

 

 

 

 

2.上記の計画策定に当たり方向性の優先項目を一つ選びなさい。 

 

優先項目 

 

選択肢：  Ａ コスト（ライン効率）重視， Ｂ 利益重視 ，Ｃ 売上重視 

 

3.上記の数量設定の根拠を簡潔に記入しなさい。 

 

 

 

 

 

本年計画数 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

クールダウン布団 1500 4500 3500

クールダウン枕 600 1800 1400

クールダウン布団枕セット 1800 5400 4200
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以下は案件 1 から案件 18 までの回答用紙である。案件ＡからＤの処理が終了した後に優先

度の高いと考える 5 案件を選び処理をしなさい。 

 

案件 1 処理内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

案件 2 処理内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

案件 3 処理内容 
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案件 4 処理内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

案件 5 処理内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

案件 6 処理内容 
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案件 7 処理内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

案件 8 処理内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

案件 9 処理内容 
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案件 10 処理内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

案件 11 処理内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

案件 12 処理内容 
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案件 13 処理内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

案件 14 処理内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

案件 15 処理内容 
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案件 16 処理内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

案件 17 処理内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

案件 18 処理内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


